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第１特集／串間市金婚記念祝賀会
第２特集／串間のよかむんをお届けします
第3特集／11月は都井岬に行こう

Special feature
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T h e  5 0 t h  a n n i v e r s a r y  c o n g r a t u l a t i o n !

▲串間市金婚記念祝賀会

結婚50年の節目「金婚」。
串間市では、今年96組のご夫婦が金婚を迎えられました。

結
婚
50
年
の
節
目
「
金
婚
」
を
祝
う
金
婚

記
念
祝
賀
会
が
10
月
13
日
、
串
間
市
文
化
会

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
、
市
内
で
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫

婦
は
96
組
。
祝
賀
会
に
は
そ
の
う
ち
55
組
が

出
席
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夫
婦
円
満
を
喜
び

合
い
ま
し
た
。

会
で
は
野
辺
修
光
市
長
が
「
次
は
結
婚

75
周
年
の
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
婚
へ
の
出
発
点
と

し
て
、
健
康
で
潤
い
あ
る
日
々
と
な
る
よ
う

お
祈
り
し
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

喜
び
も
悲
し
み
も
、
良
い
時
も
悪
し
き
時

も
、
夫
婦
と
も
に
分
か
ち
合
っ
て
き
た
50
年
。

金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も

ま
す
ま
す
夫
婦
円
満
で
お
元
気
に
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

渡邊郁郎・ヨシ子さん
(遍保ヶ野)

税田惇夫・カツ子さん
(高松)

髙原政知・厚子さん
(寺里)

川原田義博・ミホ子さん
(寺里)

川㟢勝次・葊子さん
(下中園)

平島德義・美智子さん
(中福良)

寺尾一男・アキ子さん
(風野)

林忠利・喜江子さん
(上小路)

塔尾秀雄・政江さん
(東本西方)

中澤征史・嗣子さん
(寺里)

谷口安美・長子さん
(宮ノ浦)

吉國英俊・民子さん
(中新町)

山本忠興・節子さん
(上町)

藤元澄雄・トヨ子さん
(天神)

津曲正則・廣枝さん
(寺里)

榎田豊次・八千代さん
(高松)

桑山國男・照子さん
(高則)

津曲忠春・ヒツ子さん
(東上池)

津曲法㤗・ヤエ子さん
(片野)

野邊隆・ナツエさん
(天神)

那須恒和・八重子さん
(大島)

古江秀則・クニヱさん
(仲町)

春日駿・敏子さん
(郡司部)

清水義久・富美子さん
(遍保ヶ野)

小阪信一・三智子さん
(西小路1)

内田浩幹・美威子さん
(石木田)

上田源・スマ子さん
(宮原)

55組のご夫婦が参加されました。

西村良一・スミエさん
(西小路1)

城光也・フミ子さん
(東本西方)

深江勤・信子さん
(真萱)

田中道利・昭代さん
(小路)

牛込邦男・蓉子さん
(下中園)

大㟢和一・逸子さん
(迫)

津曲秀秋・サチエさん
(西上池)

川㟢博雄・ユキ子さん
(迫)

西村傳作・サチエさん
(迫)

木島洋茂・豊美さん
(仲町)

村口冨士男・ユキエさん
(高松)

隈田原卿市・妙子さん
(揚原)

中㟢光男・アツ子さん
(西郡元)

上村健治・金子さん
(木ヤ藤)

時任俊一・千代子さん
(木ヤ藤)

谷口正・サナエさん
(桂原)

時任利夫・美代子さん
(木ヤ藤)

林勅滋・サダ子さん
(木ヤ藤)

福元　光・ヒロ子さん
(八ヶ谷)

江藤義成・リツ子さん
(上井牟田)

桑山繁俊・ヤス子さん
(市ノ瀬2)

鬼塚貞秋・サツキさん
(泉町)

野邊早・夏子さん
(小城久保)

田中靖基・幸子さん
(仲町)

荒谷博・人美さん
(内ノ畑)

井手文男・クニ子さん
(宮原)

酒井親則・惠美子さん
(東塩町)

津曲求・セツ子さん
(片野)

おめでとう
ございます。

※都合によりお一人での出席でした。

※都合によりお一人での出席でした。

※都合によりお一人での出席でした。 ※都合によりお一人での出席でした。
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恋
こ

い

ヶが

浦
う

ら

セ
ッ
ト

都と

井い

岬み

さ

き

セ
ッ
ト

黄
金
の
瀬

セ
ッ
ト 幸こ

う島じ

ま

セ
ッ
ト

よ
か
む
ん
味
だ
よ
り

大
好
評
受
付
中
。

串
間
の
特
産
品

〜
冬
の
便
〜

今
年
の
冬
も
恒
例
の
「
串
間
の
よ
か

む
ん
味
だ
よ
り
・
冬
の
便
」
の
申

し
込
み
受
付
を
始
め
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
「
南
国
・
串
間
」
の
香
り
を

目
い
っ
ぱ
い
詰
め
込
ん
だ
「
味
だ
よ
り
」。

遠
く
離
れ
た
あ
の
方
に
お
届
け
し
て
、
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
ま
せ
ん
か—

。

　

今
冬
の
セ
ッ
ト
は
、
４
つ
の
タ
イ
プ
を

ご
用
意
。
贈
る
あ
の
方
の
顔
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
、
お
好
み
の
セ
ッ
ト
を
お
選
び

く
だ
さ
い
。

　

味
だ
よ
り
は
、
全
国
ど
ち
ら
へ
送
っ
て

も
送
料
込
み
の
１
箱
５
，
５
０
０
円(

税

込
み)

。
お
得
な
セ
ッ
ト
で
贈
り
物
に
最

適
で
す
。

　

お
歳
暮
に
、
お
礼
代
わ
り
に
、
そ
し
て

季
節
の
お
便
り
に
、
ど
う
ぞ
幅
広
く
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●�

料
金
＝
１
箱
５
，
５
０
０
円(

税
・
送

料
込
み)

●�

注
文
方
法
＝
商
工
会
議
所
、
市
役
所

(

商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
推
進

課)

、
各
支
所
に
備
え
付
け
て
あ
る
注

文
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
お

持
ち
い
た
だ
く
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
＝
11
月
25
日(

金)

●
発
送
日
＝
12
月
２
日(

金)

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
〒
８
８
８�

−

０
０
０
１
宮
崎
県
串
間
市
大
字
西

方
５
６
５
７
串
間
商
工
会
議
所
内
串

間
市
地
場
産
業
振
興
対
策
協
議
会

☎
72

−
０
２
５
４
、
72

−

０
５
０
６
、

F
A
X
72

−

０
５
０
６

を
お
届
け
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
い
、

あ
な
た
か
ら

い

い

も

の

懐
か
し
い
物
か
ら
、

今
話
題
の
商
品
を
詰
め
合
わ
せ
ま
し
た
。

串
間
の
味
が
一
度
に
味
わ
え
る
セ
ッ
ト
で
す
。

地
元
の
海
産
物
を
中
心
に

詰
め
合
わ
せ
ま
し
た
。

お
魚
・
お
肉
両
方
好
き
な
方
に
は

た
ま
ら
な
い
セ
ッ
ト
で
す
。

個
性
的
な
特
産
品
を

た
く
さ
ん
詰
め
合
わ
せ
ま
し
た
。

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
セ
ッ
ト
で
す
。

●�お茶（西谷園、葉香園、川島製茶・1袋80ｇ）
＝串間の大地の恵みがたっぷり、香り高く、上
品な口当たりです。
●�甘しょ（串間青果地方卸売市場・700ｇ）

＝串間特産甘しょ「宮崎紅」、焼いても、
揚げてもおいしい。
●�お米(さきひかり・松田農産・2ｋｇ）＝もち

もちとした食味がおいしいです。
●�あくまき（串間農産加工グループ・350ｇ）＝昔
　から保存食用団子として親しまれ、食感が年齢を
　問わず好まれています。
●�ミニかまぼこ（内野蒲鉾店・5本入り）＝魚のすり身の食感が生きている天ぷらです。
●�とび天（マルケイ川畑蒲鉾店・4枚入り）＝トビウオを使用した逸品です。
●�塩こうじ（松尾醸造場・170ｇ）＝串間産米を使用した米麹で造りました。肉・魚・野菜の味を
　 引き出します。発酵調味料です。
●�地鶏くんせい（権代ファーム・85ｇ）＝桜の木でくん煙した臭いと風味のある自家製の地鶏くんせいです。
●�甘酒（江藤米穀店・250ｇ）＝宮崎県産もち米と米こう じで美味しく作りました。
●�大納言しぐれ（山下製菓堂・1個入）＝小豆と米粉、山芋、砂糖、塩のみを使用。さっぱりとした上品な甘さに仕上げました。
●�イリコ餅（山下製菓堂・6個入り）＝炒った米の粉と砂糖で練り上げたいりこ餅です。

●�お茶（西谷園、葉香園、川島製茶・１袋80ｇ）
＝串間の大地の恵みがたっぷり、香り高く、上品
な口当たりです。

●�甘しょ（串間青果地方卸売市場・７００ｇ）＝串間
特産甘しょ「宮崎紅」、焼いても、揚げても美味しい。

●�情熱の紅ごはん（喜多米穀店・３合パック）＝白米に古代
米の黒米が入った３合パック。このまま炊くと赤飯のような
赤いごはんができます。

� � ●�中巻かまぼこ（マルケイ川畑蒲鉾店・２８０ｇ）＝歯ごたえと
   　魚の旨味が自慢です。
� � ●�マンゴードリンク（宮崎果汁・７２０ｍｌ）＝程よい甘みでコクがありまろやかな
   　　　です。
●�いりこピーナッツ（たいき食品・１００ｇ）＝国内産、食べるいりこを使用しています。化学調味料を一切使わず、酒・みりん・砂糖で調理しました。
●�地鶏炭火焼（権代ファーム・１００ｇ）＝地鶏の生産から販売まで農家直送の柔らかくてジューシーな「手作り炭火焼」です。
●�真心芋せんべい（串間農産加工グループ・18枚入り）＝日本一のやまだいかんしょをベースに作りました。丸ごと輪切りの生芋を丹精こめて焼き上げています。
●�ちりめん（猪塚水産・１００ｇ）＝ちりめんを赤穂の塩のみで味つけして、天日干ししました。
●�けせん団子（ミドリヤ菓子舗・８個入り）＝粘りあんこと餅粉を混ぜ、ニッキの葉で仕上げました。
●�オクラのまるき漬（まるき商店・12〜13本）＝朝どれの新鮮なオクラを塩漬けにして刺身しょうゆと煮込んで漬け込みました。

●�お茶（西谷園、葉香園、川島製茶・１袋80ｇ）＝串間の大地の恵みがたっぷり、
　香り高く、上品な口当たりです。
●�甘しょ（串間青果地方卸売市場・７００ｇ）＝串間特産甘しょ
　「宮崎紅」、焼いても、揚げても美味しい。
●�もち米（江藤米穀店・１ｋｇ）＝宮崎県産のもち米を使用。
●�うず巻かまぼこ（内野蒲鉾店・２８０ｇ）＝魚のすり身

の食感が生きている天ぷらです。
●�夢の塩（大田商店・２３０ｇ）＝都井岬沖の海水

を平釜の薪焚きでゆっくりじっくり手間暇かけて
できた手造りの塩はなめても辛くなく、まろやか

　な味が特徴です。
●�マンゴージャム（たいき食品・１３０ｇ）＝
　 串間産マンゴーを原料にして手づくりジャムを作りました。
　 真心たっぷりのとっておきジャムです。
●�松尾の無添加みそ（松尾醸造場・１ｋｇ）＝宮崎県産大豆、国産麦と

塩にこだわった手作りみそです。
●�かつおみそ（まるき商店・２３０ｇ）＝手づくりみそを油を使わず
　カツオとあわせて煮込みました。隠し味はハチミツ。
●�ちりめん（猪塚水産・１００ｇ）＝ちりめんを赤穂の塩のみで味つけして、天日干ししました。
●�焼きドーナツ（ミドリヤ菓子舗・３個入り）＝油で揚げていないヘルシーなドーナツです。
●�おいもちゃん・ふかし芋（玉味製菓・５個入り）＝串間特産の寿甘しょで作ったかわいいお菓子おいもちゃん。皮に見立てた部分

は紫いもを使い見た目も本物そっくりに焼き上げました。

●�お茶（西谷園、葉香園、川島製茶・１袋80ｇ）＝串間の大地の恵み
がたっぷり、香り高く、上品な口当たりです。
●�ポテセレブ（玉味製菓・４個入り）＝串間特産の

寿甘しょを黒ゴマとカスタードで上品に仕
上げました。
●�あんなん餃子（餃子専門店あんなん・

20個入り）＝串間産の豚肉、野菜を使用し
科学調味料など一切使用していない無添加手
作り餃子。
●�お家でギョウザ飯バーガー（餃子

専門店あんなん・３個入り）＝モチモチ
パリッとした飯皮に包まれたジューシー
ギョウザが驚きのうまさ。
●�ウルメ若干（内野水産・10〜12尾）＝串間どれの

新鮮なウルメイワシを干し、仕上げました。
●�さばミリン（内野水産・２枚入り）＝脂の乗ったさばを
　火が通りやすいようにフィレ状にし、地元串間のしょうゆを使った
　独自のタレに漬け込み干し上げてあります。
●�イカミリン（内野水産・１枚入り）＝新鮮なイカを厳選して、地元串間のしょうゆを使用した特製秘伝ダレに漬け込み干しあげました。
●�鶏皮ギョーザ（クシマフーズ・10本入り）＝餃子の具を鶏皮で包みました。
●�鶏・炭火焼（クシマフーズ・１５０ｇ入り）＝やわらかでジューシーな炭火焼です。子供から大人まで大人気。
●�黒豚の味噌味ステーキ（クシマフーズ・２枚入り）＝やわらかい黒豚の肩ロースを秘伝のみそに漬け込みおいしく仕上げました。

南
国
串
間
な
ら
で
は
の
商
品
を
詰
め
合

わ
せ
ま
し
た
。

串
間
の
味
を
存
分
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
セ
ッ
ト
で
す
。
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11
月
は
都
井
岬
に
行
こ
う

今
、
都
井
岬
が
熱
い

「
が
ん
ば
ろ
う
都
井
岬
！
」

◎
日
時
＝
11
月
27
日
（
日
）

＊
午
前
８
時
40
分
〜
午
後
３
時
ま
で

◎
会
場
＝
「
岬
の
駅
」
都
井
岬
前
広
場

忘
年
会
・
新
年
会
の
受
付
を
開
始

　

い
よ
い
よ
今
年
度
も
残
り
２
カ
月
！

一
年
の
功
を
労
い
、「
岬
の
駅
」
都
井
岬

で
忘
年
会
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
「
岬
の
駅
」
の
良
い
と
こ
ろ
を
ご
紹
介
。

　

例
え
ば
、「
金
額
が
３
，
０
０
０
円
の

会
席
料
理
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
鍋
、
炊

き
込
み
ご
飯
が
食
べ
た
い
」
と
ご
要
望
が

あ
れ
ば
、
ご
予
算
に
も
よ
り
ま
す
が
、
写

真
例
の
よ
う
に
ご
準
備
い
た
し
ま
す
。

　

ご
予
約
は
15
名
様
以
上
か
ら
受
付
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

＊�

季
節
に
よ
り
、
料
理
の
内
容
が
一
部
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

大
好
評
！
春
駒
松
花
堂
弁
当

　

10
月
の
広
報
紙
に
掲
載
し
て
以
降
、
お

問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
お
り
ま
す
！

　

先
月
の
広
報
紙
に
「
岬
の
駅
」
都
井
岬

で
一
番
人
気
の
春
駒
松
花
堂
弁
当
を
掲
載

し
て
以
来
、「
お
弁
当
は
い
つ
で
も
食
べ

ら
れ
る
の
？
」「
市
報
を
見
て
お
い
し
そ

う
だ
っ
た
か
ら
」
な
ど
、
お
客
さ
ま
か
ら

の
お
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
は
、
春
駒
弁
当
を
同
窓
会
の
料
理

に
使
い
た
い
と
の
事
で
ご
予
約
を
承
り
ま

し
た
。

　

ご
予
約
は
も
ち
ろ
ん
、
当
日
注
文
も
可

能
な
お
料
理
で
す
の
で
、「
岬
の
駅
」
へ

お
越
し
の
際
は
、
景
色
と
料
理
で
満
喫
し

て
み
て
は
。

「
昭
和
の
部
屋
」
を
再
現

　

昭
和
20
年
以
降
の
庶
民
の
日
常
生
活
で

使
わ
れ
た
思
い
出
の
品
々
な
ど（
ラ
ジ
オ
・

ド
ー
ナ
ツ
盤
レ
コ
ー
ド
、
蓄
音
機
、
映
画

ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
少
年
マ
ガ

ジ
ン
・
ち
ゃ
ぶ
台
・
日
用
雑
貨
な
ど
）
を

展
示
し
ま
す
。
現
代
の
ハ
イ
テ
ク
な
日
用

品
な
ど
と
比
較
し
て
も
お
も
し
ろ
い
の
で

は
。

◎
日
時
＝
11
月
23
日
（
水
）
〜
27
日
（
日
）

＊
午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時
ま
で

◎
会
場
＝
「
岬
の
駅
」
都
井
岬
２
階

　
「
昭
和
の
部
屋
」

◎
料
金
＝
無
料

「
昭
和
歌
謡
の
夕
べ
」

参
加
者
募
集

　

昭
和
歌
謡
フ
ァ
ン
で
「
歌
う
こ
と
が
大

好
き
」「
あ
の
方
は
歌
が
う
ま
い
」
と
い

う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、
都
井
岬
の

大
ホ
ー
ル
で
歌
っ
て
、
聴
い
て
盛
り
上
が

り
ま
せ
ん
か
？

　

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

＊�

当
日
は
、
元
Ｍ
Ｒ
Ｔ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

東
治
男
さ
ん
が
司
会
進
行
を
し
ま
す
。

＊�

定
員
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
早

目
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
＝
11
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
〜

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

秋
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

開
催
決
定
！

【
募
集
要
項
】

◎�

募
集
期
間
＝
11
月
１
日
（
火
）
〜
30
日

（
水
）
ま
で　

※
当
日
消
印
有
効

◎�

募
集
内
容
＝
都
井
岬
の
自
然
風
景
・
野

生
馬
・
植
物
・
昆
虫
の
写
真
な
ど
を
お

１
人
さ
ま
２
枚
ま
で
受
付
い
た
し
ま
す
。

◎�

審
査
発
表
＝
12
月
10
日
（
土
）
午
前
10

時
に
「
岬
の
駅
」
都
井
岬
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
発
表
い
た
し
ま
す
。

＊
最
優
秀
賞
１
名
、
優
秀
賞
３
名

◎�

作
品
展
示
＝
12
月
11
日
（
日
）
〜
31
日

（
土
）

＊
「
岬
の
駅
」
都
井
岬
１
Ｆ
ロ
ビ
ー
に
て

◎�

表
彰
式
＝
12
月
18
日
（
日
）
午
前
11
時

半
〜
正
午

＊
入
賞
者
に
は
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

◎�

会
場
＝「
岬
の
駅
」
都
井
岬
１
階
大
ホ
ー

ル
◎
会
費
＝
５
，
０
０
０
円

※
食
事
料
金
込
み
（
バ
イ
キ
ン
グ
）

◎
定
員
＝
30
名

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
「
岬
の
駅
」

都
井
岬
☎
76

−

１
１
１
１
（
予
約
係
）

「
昭
和
歌
謡
」
バ
イ
キ
ン
グ

開
催
決
定
！

◎
日
時
＝
11
月
26
日
（
土
）

＊�

午
後
５
時
〜
８
時
ま
で
（
ラ
ス
ト
オ
ー

ダ
ー
午
後
７
時
半
）

◎�

会
場
＝「
岬
の
駅
」都
井
岬
１
Ｆ
大
ホ
ー

ル
第
１
回
都
井
岬

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

昭
和
55
年
以
前
に
製
造
さ
れ
た
旧
車

体
約
１
０
０
台
が
都
井
岬
に
集
結
し
ま
す
。

今
と
な
っ
て
は
め
ず
ら
し
い
車
が
目
の
前

で
見
学
で
き
ま
す
。

＊�

市
民
発
！
に
ぎ
わ
い
創
出

事
業
の
助
成
を
受
け
て
い

ま
す
。

＊�

当
日
は
、
地
場
産
品
の
販

売
や
わ
れ
ら
がUm

m
ed

（
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
）
も
出
店

予
定
！

◎�
応
募
方
法
＝
作
品
は
す
べ
て
印
画
紙

（
銀
塩
タ
イ
プ
・
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
両

方
可
）
に
よ
る
プ
リ
ン
ト
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

＊�

サ
イ
ズ
／
Ａ
４
サ
イ
ズ
・
２
Ｌ
サ
イ
ズ

の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
き
ま
す
。

＊
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
可

＊
単
写
真
の
み
（
組
写
真
は
応
募
不
可
）

＊�

２
０
１
１
年
11
月
１
日
以
降
に
撮
影
さ

れ
た
作
品
の
み
受
付
ま
す
。

◎�

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
〒
８
８
８

−

０
２
２
１
宮
崎
県
串
間
市
大
字
大
納
字

御
崎
42

−

３
「
岬
の
駅
」
都
井
岬
秋
の

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
宛
☎
０
９
８
７

−

76

−

１
１
１
１

子
供
絵
画
展
in
「
岬
の
駅
」
都
井
岬

◎�

展
示
期
間
＝
11
月
７
日
（
月
）
〜
30
日

（
水
）

◎�

展
示
内
容
＝
串
間
市
内
の
幼
稚
園
、
保

育
園
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
生
徒
作

品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
11
月
３
日
に

開
催
予
定
の
学
習
発
表
展
の
作
品
を
展

示
致
し
ま
す
。
数
が
多
い
た
め
地
区
ご

と
に
日
を
区
切
っ
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
問

い
合
わ
せ
の
上
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w

w
w
.toim

isaki.jp

春駒松花堂弁当

会席料理

クラシックカー

鴨鍋

都井岬『岬の駅』�☎76−１１１１
■お問い合わせは

都井岬『岬の駅』スタッフの皆さん

毎日笑顔で、元気に明るく仕事をしています。11月はクラシッ
クカーフェスティバルなどイベントあります。ぜひお気軽にお越
し下さい！お客様のお越しをスタッフ一同お待ちしております。
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自然災害に備えて避難訓練

　10 月９日、都井地区防災訓練が
串間市と県防災救急航空隊、宮
崎海上保安部などの合同で、立
宇津漁港周辺にて実施されました。
今回の訓練は、大雨による土砂災
害により都井地区が孤立した場合
を想定したもの。参加した約１５０
人の都井地区の住民は、避難経
路の確認のほか、防災ヘリや巡視
艇による救助訓練を通じて、改め
て防災への意識を高めていました。

3Scene

長年の功労への勲章を伝達

　９月 30 日、旭日単光章の叙勲
伝達式が市役所で執り行われまし
た。旭日単光章は国家または公共
に対し功労のある方のうち、顕著
な功績を挙げた方を対象に贈られ
ます。今回受章された島田猛さん
は、昭和 50 年５月から 62 年４月ま
で市議会議員を務め串間市の発
展に貢献されました。式では武田
憲昭副市長から勲記と勲章が手渡
され、お祝いの言葉が贈られました。

2Scene

写真を使って生きもの観察

　９月２６日、かんな保育園で生き
もの観察会が開催されました。鹿
児島市在住の写真家、山下啓さ
んが、自らが撮影した市内外の動
植物や風景の写真を使い、自然
の仕組みを解説。子どもたちは色
とりどりの写真を興味深そうに眺め
ていました。その後、子どもたち
はカメムシの塗り絵に挑戦。一人
ひとり想像力を働かせながら、自
分なりのカメムシを完成させました。

1Scene

かんな保育園ひまわり組

野邊凪
なぎ
紗
さ
ちゃん

INTERVIEW

写真がきれい

　動物や風景の写真を見ることがで
きてうれしかったです。クモの写真が
きれいでした。塗り絵はお父さん、お
母さんに見せたいと思います。今日の
写真を使ったはがきをもらったので、お
じいちゃんたちに手紙を送りたいです。

奈留・仲別府地区

島田猛さん

INTERVIEW

身に余る光栄

　すばらしい賞をいただいて感動してい
ます。思いがけない、身に余る受賞で恐
縮ですが、家族みんな喜んでくれている
と思います。これも市民の方のご協力の
おかげだと思っています。受賞に恥じな
いようこれからもがんばっていきたいです。

都井中学校３年生

高橋凌
りょう
雅
が
くん

INTERVIEW

災害に備えて

　今回、初めて防災ヘリに乗りました。
空から見ると、都井は海が近く、冷静
に避難しないといけないということを感じ
ました。ただ、ヘリから見る都井岬の景
色はとてもきれいで、自分たちの住んで
いる地域の美しさを知り、感動しました。

My Town Topics

まちの話題
市内の話題や出来事などを写真を交えて紹介します。

都井岬の自然・文化を紹介

　１０月２０日、宮崎県地方史研究
連絡協議会研究発表会串間大会

（宮崎県地方史研究連絡協議会、
串間史談会主催）が岬の駅で開
催されました。県内の市町村から
約１５０人が参加。大会では串間
史談会の田中靖基さんの「柱松」
および秋田優さんの「御崎馬」を
テーマに研究発表を披露しました。
参加者は２人の話す都井岬の魅
力を感慨深そうに聞いていました。

高速道路建設に向けて決起

　１０月１９日、東九州自動車道建
設促進日南・串間地区総決起大会

（東九州自動車道建設促進日南・
串間地区協議会主催）が串間市
文化会館で開催されました。大会
では、協議会会長の谷口義幸日南
市長のあいさつの後、日南市、串
間市、志布志市からの参加者が道
路への意見を発表。最後に、門田
国光串間市議会議長によるがんば
ろう三唱で大会を締めくくりました。

5Scene

熱き戦いが串間で再び開幕

　１０月１０日から開幕した２０１１
みやざきフェニックスリーグ。その
広島東洋カープ対千葉ロッテマリ
ーンズの試合と歓迎セレモニーが
１７日、串間市営球場で開催され
ました。セレモニーでは串間市特
産の甘しょ５ケースと焼酎２箱が
両チームにそれぞれ贈られた後、
ドラゴンズジュニアの田中将悟く
んによる始球式で試合開始。試
合は５対２で広島が勝利しました。

4Scene

福島小学校６年

田中将悟くん

INTERVIEW

感動の始球式

　フェニックスリーグの１カ月前に
始球式の投手役に選ばれました。
プロのマウンドで投げるのは初めて
だったので、１週間くらい練習しまし
た。ちゃんと球が届いたのでほっと
してます。良い思い出になりました。

福島・仲町地区

小岩屋健兒さん

INTERVIEW

継続して行動

　この総決起大会には毎年参加し
ています。やはり高速道路の存在は
串間にとって重要だと思います。その
ため、建設実現に向けて行動し続け
ていくことが大事です。早く高速道
路建設が実現するとうれしいですね。

木城町

原朋
とも

輝
てる
さん

INTERVIEW

懐かしい時間

　串間で以前働いていて、都井岬
にもよく来ていました。久しぶりの
都井岬でしたのでトレッキングを楽し
みにしていましたが、あいにくの雨の
ため中止になったのが残念です。ま
た串間に遊びに来たいと思います。

6Scene

1979昭和54年から平成７年まで、中日ドラゴンズのキャンプが串間
市民球場にて行われました。初キャンプインの昭和54年２月６日
には、市庁舎前広場に約７００人の市民が詰め掛け、選手たち
を出迎えました。選手たちは練習の合間に、交通安全運動への
協力や老人ホームへの慰問など市民との交流活動にも積極的
に参加していました。　〜昭和54年２月発行・広報くしまから〜

思い出の
Photograph

串間でドラゴンズキャンプ

当時の恵福寮の慰問に訪れたドラゴンズナイン
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Parenting 
Support

　
児
童
虐
待
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

　

本
来
、
子
ど
も
を
守
る
べ
き
保
護
者

が
、
子
ど
も
の
身
体
や
心
を
傷
つ
け
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、

　

①
身
体
的
虐
待

　

②
心
理
的
虐
待

　

③
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
・
怠
慢
）

　

④
性
的
虐
待

の
４
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

保
護
者
に
と
っ
て
は
「
し
つ
け
」
の

つ
も
り
で
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て
有
害

な
ら
ば
「
虐
待
」
に
な
り
ま
す
。

　

「
し
つ
け
」
と
は
、
生
き
て
い
く
た

め
に
必
要
な
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な
ど
を

子
ど
も
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
繰
り

返
し
働
き
か
け
る
こ
と
で
す
。
暴
力
や

暴
言
で
子
ど
も
を
追
い
つ
め
従
わ
せ
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
と
し
て
、

教
育
熱
心
な
あ
ま
り
に
虐
待
行
為
へ
と

つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
は
常
に
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
は
な
く
、
つ
ら
く
て
大
変
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
育
て
の
ス
ト
レ

ス
が
、
時
に
子
ど
も
へ
の
虐
待
の
引
き

金
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
は
、
ひ
と
り

で
抱
え
込
ま
ず
、
周
囲
の
人
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

き
っ
と
あ
な
た
の
子
育
て
を
見
守
り
、

応
援
し
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。

　
～
市
民
の
皆
さ
ま
へ
～

「
お
か
し
い
な
」

「
も
し
か
し
て
虐
待
？
」

と
疑
っ
た
と
き
は
確
証
が
な
く
て
も
相

談
（
通
告
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

児
童
虐
待
と
い
う
と
、
「
な
ん
て
ひ

ど
い
親
だ
」
と
思
っ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
家
族
関
係
の
こ
じ
れ
や
経
済
的

な
不
安
定
さ
、
保
護
者
自
身
が
過
去
に

虐
待
を
受
け
た
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
背
景

が
あ
り
、
保
護
者
を
責
め
る
こ
と
は
解

決
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　

孤
独
な
環
境
で
子
育
て
に
悪
戦
苦
闘

し
て
い
る
場
合
、
ど
ん
な
保
護
者
で
も

心
の
余
裕
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
虐

待
し
て
し
ま
う
可
能
性
は
だ
れ
に
で
も

あ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
場
合
、
虐
待
し
て
い

る
保
護
者
自
身
後
悔
し
、
や
め
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
相
談
（
通
告
）
が
こ
う
し

て
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
保
護
者
を
救
い
、

虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
を
救
う
一

歩
に
な
る
の
で
す
。

　

相
談
（
通
告
）
機
関

●
福
祉
保
健
課
子
育
て
支
援
係

＊
午
前
８
時
～
午
後
10
時

　

�

串
間
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
72
︱
０
３
３
３

＊
午
後
10
時
～
午
前
８
時

　

市
役
所
☎
72
︱
１
１
１
１

●�

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
︱
０
６
４
︱
０
０
０

＊�

都
城
児
童
相
談
所
な
ど
地
域
の
児
童

相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
都
城
児
童
相
談
所

　

☎
０
９
８
６
︱
22
︱
４
２
９
４

●�

家
庭
児
童
相
談
室
（
串
間
市
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

＊�

午
前
９
時
～
午
後
４
時
＝
☎
72
︱
５

７
８
３

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保
健
課
子
育

て
支
援
係
☎
72
︱
０
３
３
３
（
内
線

５
０
３
・
５
０
４
）

子育て支援情報
11月は児童虐待防止
推進月間です。

●
児童虐待が後をたちません。

宮崎県内でも児童虐待相談が年々増加し、
昨年度、451件と過去最多となっています。

串間市も例外ではありません。

“ 恊働 ”とは市民と行政が対等な立場で
課題や目標を共有しながら、
お互いの得意分野を生かして

より良い効果を
生み出すことです。

03

■子育て支援■市民恊働研修会

オレンジリボンには
子ども虐待を防止する
というメッセージが
込められています。

実物は
オレンジ色
です

TM

　

市
内
で
農
業
者
支
援
事
業
を
展
開

し
て
い
る
同
法
人
の
久
志
さ
ん
は

「
人
が
持
っ
て
い
る
得
意
分
野
や
視

点
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
そ
れ
を
同
じ

目
的
に
か
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
生
ま

れ
る
も
の
が
あ
る
。
活
動
を
ス
ム
ー

ズ
に
展
開
す
る
た
め
に
は
、
自
治
会

長
さ
ん
の
も
と
に
足
し
げ
く
通
っ
て

理
解
を
求
め
る
よ
う
に
し
、
有
効
な

人
間
関
係
を
築
く
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

増
田
主
幹
は
「
防
災
な
ど
、
ま
ず

は
市
民
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
も
の

を
見
つ
け
て
協
働
に
の
せ
て
い
け
ば

よ
い
の
で
は
」
と
話
し
ま
し
た
。
最

後
は
パ
ネ
リ
ス
ト
全
員
が
「
協
働
は

互
い
が
本
音
で
語
り
合
う
こ
と
が
最

も
大
切
。
Ｎ
Ｏ
と
言
え
る
関
係
を
築

く
こ
と
が
必
要
」
と
一
致
し
た
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先
＝
総
合
政
策
課
協
働

推
進
係
℡
内
線
３
８
１�

み
ん
な
で
ス
タ
ー
ト
!!

コ
ラ
ボ
の
一
歩
♪�

く
し
ま
の
一
歩
♪

　

９
月
28
日
、
串
間
市
協
働
推
進
セ
ン

タ
ー
設
立
準
備
事
務
所
「
パ
ナ
ッ
プ
」

が
、
市
民
協
働
研
修
会
『
み
ん
な
で
ス

タ
ー
ト
!!�

コ
ラ
ボ
の
一
歩
♪�

く
し
ま
の

一
歩
♪
』
を
開
き
ま
し
た
。

　

会
に
は
市
民
な
ど
約
90
人
が
参
加
。

協
働
へ
の
関
心
の
高
さ
を
示
す
よ
う
に
、

会
場
と
な
っ
た
串
間
温
泉
い
こ
い
の
里

（
大
広
間
）
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

協
働
で
市
民
の
暮
ら
し
を
快
適
に

　

会
を
主
催
し
た
同
事
務
所
代
表
の
喜

多
祥
一
さ
ん
は
「
協
働
は
あ
く
ま
で
手

段
。
協
働
の
最
終
目
標
は
市
民
の
方
の

生
活
が
便
利
に
、
そ
し
て
楽
し
く
な
る

こ
と
」
と
分
か
り
や
す
く
説
明
。
市
総

合
政
策
課
主
幹
兼
協
働
推
進
係
係
長

増
田
仁
さ
ん
が
協
働
の
目
的
や
必
要
性
、

メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
総
体
的
に
講
義
し
ま

し
た
。

　

中
で
も
、
協
働
の
成
功
の
秘
訣
と
し

て
「
何
よ
り
も
地
域
と
の
協
働
を
楽
し

む
こ
と
が
最
も
大
切
」
と
話
し
、「
行
政

と
市
民
双
方
の
意
識
改
革
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
の
思
い
を
発
信
し
ま
し
た
。

協
働
に
つ
い
て
語
る

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
崎
文
化
本
舗
の
副
代

表
理
事
井
上
優ゆ
う

さ
ん
（
宮
崎
市
）
、
都

城
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
の
佐
土
原

太た
か

志し

さ
ん
（
都
城
市
）
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

R
a
i
n
b
o
w��

T
r
e
e
代
表
理
事

久
志
尚
し
ょ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん
、
市
総
合
政
策
課

増
田
さ
ん
の
４
人
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎

え
、
討
論
し
ま
し
た
。

　

県
公
園
協
会
・
知
的
障
害
者
支
援
の

社
会
福
祉
法
人
な
ど
４
者
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
、
宮
崎
市
の
公
園
墓
地
の
指

定
管
理
事
業
者
の
指
定
を
受
け
て
い
る

同
法
人
の
井
上
さ
ん
は
「
厳
し
い
社
会

情
勢
の
中
で
、
だ
れ
が
何
を
や
れ
る
の

か
を
知
る
こ
と
が
大
切
。
そ
れ
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

都
城
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
を

管
理
運
営
し
て
い
る
同
社
の
佐
土
原
さ

ん
は
「
市
民
と
協
働
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
周
り
か
ら
の
注
目
度
が
違
う
。
自

分
た
ち
は
市
民
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た

つ
も
り
が
、
逆
に
知
名
度
を
上
げ
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
。
逆
に
恩
恵
を
受
け

る
結
果
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

市民協働研修会を
開きました。

ＮＰＯ法人宮崎文化本舗副代表理事
井上優さん

都城まちづくり株式会社
佐土原太志さん

ＮＰＯ法人 RainbowTree 代表理事
久志尚太郎さん

市総合政策課協働主幹兼恊働推進係係長
増田仁さん

【お知らせ】行政と市民が直接商談できる串間市のためだけの市民恊働商談会「ふれあい恊働ステーション」を開催します。　●日時：11月29日（火）午後6：00〜
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市 政 ニ ュ ー ス

　

平
成
19
年
６
月
に
「
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
平

成
21
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
性
に
関
す
る

比
率
の
公
表
の
制
度
を
設
け
、

こ
の
比
率
に
応
じ
て
、
地
方
公

共
団
体
が
財
政
の
早
期
健
全
化

お
よ
び
財
政
の
再
生
な
ら
び
に

公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
化
を

図
る
た
め
の
計
画
を
策
定
す
る

制
度
を
定
め
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

公
表
す
る
こ
と
と
な
る
の
は
、

次
の
５
つ
の
比
率
で
す
。

⑴
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
（
普
通
会
計
を
構

成
す
る
会
計
）
な
ど
の
実
質
的

な
赤
字
額
が
、
標
準
的
な
収
入

に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
の
割
合

に
な
る
の
か
を
示
し
ま
す
。

⑵
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
の
実
質
的
な
赤
字
額

が
、
標
準
的
な
収
入
に
対
し
て

ど
の
く
ら
い
の
割
合
に
な
る
の

か
を
示
し
ま
す
。

串
間
市
の

健
全
化
判
断
比
率
等
を
公
表
し
ま
す
。

■�

平
成
22
年
度
の
決
算
に
基
づ
き
、
串
間
市
の
健
全
化
判
断
比
率
等
を
算
定
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑶
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
実
質
的
な

借
入
金
の
返
済
額
が
標
準
的
な

収
入
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
の

割
合
に
な
る
の
か
を
示
し
ま
す
。

⑷
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
抱
え
る
実

質
的
な
負
債
の
残
高
が
標
準
的

な
収
入
に
対
し
ど
の
く
ら
い
の

割
合
に
な
る
の
か
を
示
し
ま
す
。

＊�
⑴
～
⑷
ま
で
の
比
率
を
「
健

全
化
判
断
比
率
」
と
言
い
ま

す
。

⑸
資
金
不
足
比
率

　

各
公
営
企
業
の
資
金
不
足
額

が
、
事
業
の
規
模
に
対
し
て
ど

の
く
ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か

を
示
し
ま
す
。
健
全
化
判
断
比

率
の
う
ち
、
１
つ
で
も
早
期
健

全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合

は
財
政
健
全
化
計
画
を
、
ま
た
、

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化

基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
経

営
健
全
化
計
画
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
財

政
が
早
期
健
全
化
の
状
態
よ
り

も
さ
ら
に
悪
化
し
、
健
全
化
判

断
比
率
の
う
ち
、
実
質
赤
字
比

率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実

質
公
債
費
比
率
の
い
ず
れ
か
が
、

財
政
再
生
基
準
以
上
と
な
っ
た

場
合
は
、
財
政
再
生
計
画
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
決
算
に
基
づ

き
算
定
さ
れ
た
串
間
市
の
健
全

化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足

比
率
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

い
ず
れ
の
比
率
も
基
準
内
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
さ

ら
な
る
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
財
務
課
財

政
係
☎
内
線
３
２
３

■健全化判断比率
比率の名称 串間市 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 − 14.02％ 20.00％
連結実質赤字比率 − 19.02％ 35.00％
実質公債費比率 12.4％ 25.0％ 35.0％
将 来 負 担 比 率 49.6％ 350.0％
※�「実質赤字比率」と「連結実質赤字比率」の「−」は、実質赤字額および連結実質赤字
額がないことを示しています。

■資金不足比率
特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

串 間 市 水 道 事 業 会 計 − 20.0％
串 間 市 民 病 院 事 業 会 計 − 20.0％
串 間 市 簡 易 水 道 特 別 会 計 − 20.0％
串間市農業集落排水事業特別会計 − 20.0％
串間市公共下水道事業特別会計 − 20.0％
串間市漁業集落排水事業特別会計 − 20.0％
※各会計の資金不足比率の「−」は、資金不足額がないことを示しています。

市 政 ニ ュ ー ス

�

施
行
日
＝
平
成
23
年
10
月
１
日

制
定
の
背
景

　

暴
力
団
は
市
民
生
活
の
場
に

深
く
介
入
し
、
暴
力
や
暴
力
団

の
威
力
を
背
景
と
し
た
資
金
源

獲
得
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
市
民

や
事
業
者
に
多
大
な
脅
威
を
与

え
、
市
民
の
安
全
で
平
穏
な
生

活
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
活
動
を
仮
装
し
、

一
般
社
会
で
の
資
金
源
獲
得
活

動
を
活
発
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、

公
共
事
業
に
介
入
す
る
な
ど
社

会
の
変
化
に
応
じ
た
多
種
多
様

な
資
金
源
獲
得
活
動
に
よ
り
健

全
な
経
済
活
動
に
支
障
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
宮
崎
県
に

お
い
て
は
、
「
宮
崎
県
暴
力
団

排
除
条
例
」
を
本
年
８
月
１
日

に
施
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
県

条
例
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
、
串
間
市
の
事
務
お
よ
び

事
業
か
ら
も
暴
力
団
を
排
除
す

る
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
な

の
で
す
。

制
定
の
理
由

　

市
民
が
一
体
と
な
っ
て
串
間

市
か
ら
暴
力
団
を
排
除
し
、
安

全
で
平
穏
な
市
民
生
活
を
実
現

「
串
間
市
暴
力
団
排
除
条
例
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

■�

串
間
市
か
ら
暴
力
団
を
排
除
す
る
た
め
、
市
は
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
串
間
警
察
署
と
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

す
る
た
め
の
基
本
理
念
を
定
め

る
と
と
も
に
、
市
や
市
民
な

ど
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
暴

力
団
の
排
除
に
関
す
る
施
策
等

を
定
め
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、

こ
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

条
例
の
主
な
内
容

・�

串
間
市
、
市
民
お
よ
び
事
業

者
の
責
務

・�

市
の
事
務
お
よ
び
事
業
に
お

け
る
措
置

・�

公
の
施
設
の
利
用
に
お
け
る

措
置

・�

市
民
な
ど
に
対
す
る
支
援
な

ど
・�

青
少
年
に
対
す
る
教
育
な
ど

の
た
め
の
措
置

・�

暴
力
団
の
威
力
を
利
用
す
る

こ
と
の
禁
止

・�

暴
力
団
員
な
ど
に
対
す
る
金

品
な
ど
の
利
益
供
与
の
禁
止

＊�

条
文
は
串
間
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

city.k
u
sh
im
a.lg

.jp

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

串
間
市
と
串
間
警
察
署

が
連
携
を
強
化

　

暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
を

受
け
、
10
月
13
日
、
串
間
市
と

串
間
市
教
育
委
員
会
は
、
串
間

警
察
署
と
『
串
間
市
か
ら
暴
力

団
を
排
除
す
る
た
め
の
連
携
に

関
す
る
協
定
』
を
結
び
、
調
印

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
警
察
と

市
が
さ
ら
に
密
な
連
携
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
歩

ふ
み
込
ん
だ
暴
力
団
排
除
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

条
例
を
有
効
に
活
用
し
、
平

穏
な
市
民
生
活
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活

課
生
活
係
☎
内
線
２
５
５

▼市長室での協定書調印式



15  Kushima City Public Relations, 2011.11, Japan 広報くしま  14

information

広
報
く
し
ま
を

　
お
届
け
し
ま
す
。

Back
Number

Magazine of announcing 
to public mailing 

service  

No.896
　2011.10

毎
月
１
日
に
発
行
し
て
い
る
「
広
報
く
し

ま
」。遠
方
に
お
住
ま
い
の
ご
親
せ
き
や

ご
友
人
な
ど
に
送
り
ま
せ
ん
か
。

　

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
送
り
先
へ
毎
月
、「
広

報
く
し
ま
」を
お
届
け
す
る
「
広
報
く
し
ま
郵

送
サ
ー
ビ
ス
」は
平
成
24
年
発
行
分
の
郵
送
受

け
付
け
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
今
年
で
10
年
目
を
迎
え
、

県
内
は
も
と
よ
り
、県
外
の
方
に
も
広
く
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

市
外
や
県
外
へ
進
学
、ま
た
は
就
職
し
た
ご

家
族
や
ご
友
人
へ
、郷
里
か
ら
の
便
り
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
串
間
市
が
大
好
き
。自
分
で
読

み
た
い
」と
い
う
ご
本
人
か
ら
の
申
し
込
み
も

大
歓
迎
で
す
。

●�

送
付
内
容
＝
毎
月
１
日
発
行
の
広
報
く
し
ま

１
年
分

＊�

平
成
24
年
１
月
１
日
号
か
ら
12
月
１
日
号
ま

で
●�

料
金
＝
郵
送
料
と
し
て
１
４
０
円
切
手
×
10

枚
、１
８
０
円
切
手
×
２
枚

＊�

年
２
回
は
増
ペ
ー
ジ
を
予
定
し
て
い
る
た
め
、

送
料
が
増
額
と
な
り
ま
す
。

●�

申
し
込
み
方
法
＝
必
要
事
項
を
明
記
し
、切

手
を
同
封
の
う
え
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
事
項

①�

申
込
者
の
氏
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話

番
号

②�

送
付
先
の
氏
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話

番
号

＊�

送
付
先
は
複
数
可
。こ
ち
ら
で
お
書
き
い
た

だ
い
た
情
報
は
、他
へ
の
転
用
は
一
切
い
た

し
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
期
限
＝
12
月
16
日
（
金
）ま
で

●�

そ
の
他
＝
申
込
者
に
は
受
付
確
認
書
を
送
付

し
ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
総
合
政
策
課
情
報

政
策
係
〒
８
８
８
︱
８
５
５
５（
住
所
不
要
）

☎
72
︱
１
１
１
１
内
線
３
３
８

＊
初
回
号
は
平
成
24
年
１
月
号
で
す
。

　
（
平
成
23
年
12
月
27
日
発
送
予
定
）

健康マメちしき
H e a l t h  K n o w l e d g e

著：串間市民病院　内科
医師 土持　舞衣

6
月
よ
り
市
民
病
院
へ
赴
任
し
、
約
半
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
肌
寒
さ
や
鈴
虫
の
音
色
に
秋
を

感
じ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
そ
れ
も
束
の

間
、
徐
々
に
寒
さ
も
増
し
、
2
カ
月
ほ
ど
で
今

年
も
フ
ィ
ナ
ー
レ
へ
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
忘

年
会
に
ク
リ
ス
マ
ス
、
お
正
月
…
心
躍
る
行
事

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
同
時
に
、
お
酒
と
触
れ
合

う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
過
ぎ
た
お
酒
は

知
ら
ぬ
間
に
体
を
む
し
ば
む
こ
と
も
。

お
酒
と
肝
臓
、
病
気
の
関
係

ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
過
ぎ
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

な
臓
器
に
病
気
が
起
こ
り
ま
す
が
、
中
で
も
肝

臓
病
は
最
も
頻
度
が
高
く
、
か
つ
重
篤
に
も
な

る
病
で
す
。
慢
性
的
な
肝
臓
病
は
、
飲
酒
量
が

多
い
ほ
ど
、
ま
た
、
飲
酒
期
間
が
長
い
ほ
ど
起

こ
り
や
す
く
な
る
と
さ
れ
、
お
酒
が
強
い
、
弱

い
は
全
く
の
無
関
係
で
す
。

①
脂
肪
肝

肝
臓
が
ア
ル
コ
ー
ル
処
理
ば
か
り
に
追
わ
れ
、

脂
肪
を
分
解
す
る
機
能
が
落
ち
、
そ
の
結
果
、

中
性
脂
肪
が
肝
細
胞
に
つ
き
生
じ
ま
す
。

基
本
的
に
無
症
状
で
、
偶
然
に
超
音
波
検
査

で
見
つ
か
る
事
が
多
く
、
一
般
的
に
、
飲
酒
を

や
め
れ
ば
短
期
間
で
改
善
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
（
た
だ
し
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
な
ど
が

原
因
と
な
る
脂
肪
肝
も
あ
り
、
区
別
が
必
要
で

す
）。

②
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎

長
年
の
大
量
飲
酒
に
よ
り
肝
臓
の
細
胞
が
激

し
く
痛
ん
で
い
る
状
態
で
、
さ
ら
に
大
量
飲
酒

し
た
場
合
（
例
＝
宴
会
で
が
ぶ
飲
み
）
に
生
じ

ま
す
。
一
般
的
に
肝
臓
病
は
症
状
が
出
に
く
い

の
で
す
が
、
こ
の
場
合
、
発
熱
、
腹
痛
、
黄
疸

が
出
現
、
重
症
と
な
る
と
精
神
障
害
を
起
こ
し

た
り
こ
ん
睡
状
態
に
陥
っ
た
り
、
死
に
至
る
場

合
も
。

③
肝
硬
変

慢
性
的
な
炎
症
が
持
続
す
る
こ
と
で
肝
細
胞

が
ひ
ど
く
破
壊
さ
れ
、
肝
臓
全
体
が
線
維
に
覆

わ
れ
硬
く
な
っ
た
状
態
で
す
。
肝
臓
に
は
代
償

能
力
（
壊
れ
て
い
な
い
細
胞
で
壊
れ
た
分
の
機

能
を
補
う
力
）
が
あ
る
た
め
、
初
期
の
肝
硬
変

は
ほ
ぼ
無
症
状
で
す
が
、
さ
ら
に
飲
酒
を
続
け

る
と
、
肝
臓
の
機
能
が
低
下
。
徐
々
に
症
状
が

出
始
め
ま
す
。
黄
疸
や
む
く
み
は
有
名
で
す
が
、

知
ら
ぬ
間
に
食
道
や
胃
に
血
管
の
瘤こ

ぶ

が
で
き
、

あ
る
日
突
然
破
れ
て
大
量
に
血
を
吐
く
（
静
脈

瘤
破
裂
）、肝
臓
内
に
悪
性
腫
瘍
（
肝
臓
が
ん
）

が
で
き
る
な
ど
、
生
命
を
脅
か
す
合
併
症
も
多

数
で
す
。
肝
硬
変
＝
不
治
の
病
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
肝
硬
変
で
は
、

断
酒
を
続
け
て
い
る
と
、
完
全
に
で
は
な
い
も

の
の
肝
臓
の
力
が
回
復
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ

り
、
禁
酒
・
断
酒
が
望
ま
れ
ま
す
。

お
酒
の
量
＝
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
で
は
な
い
！

適
量
を
知
り
、
健
康
に

①
日
本
酒
１
合
②
ビ
ー
ル
中
瓶
１
本
、
果
た

し
て
よ
り
多
く
飲
酒
し
て
い
る
の
は
？ 

①
＝

１
８
０
㎖
、
②
＝
５
０
０
㎖
だ
か
ら
②
？ 

確

か
に
水
分
量
と
し
て
は
②
が
多
い
の
で
す
が
、

実
は
ど
ち
ら
も
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量
と
し
て
は

同
じ
。
体
や
精
神
面
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
、

飲
ん
だ
お
酒
の
分
量
で
は
な
く
、
摂
取
し
た
純

ア
ル
コ
ー
ル
量
が
基
準
と
な
り
ま
す
。
お
酒
の

種
類
や
強
さ
に
関
係
な
く
、「
飲
み
す
ぎ
」「
適

量
」
が
判
断
で
き
る
よ
う
、「
１
ド
リ
ン
ク
」

が
単
位
と
し
て
用
い
ら
れ
、
こ
れ
が
ア
ル
コ
ー

ル
10
ｇ
に
相
当
し
ま
す
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る

と
、
節
度
の
あ
る
適
度
な
飲
酒
量
は
、
一
日
平

均
で
純
ア
ル
コ
ー
ル
20
ｇ
程
度
、
つ
ま
り
、
２

ド
リ
ン
ク
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
度
を
過

ぎ
た
飲
酒
は
体
を
壊
す
原
因
と
な
り
得
る
一
方

で
、
程
よ
い
お
酒
は
、
精
神
面
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
や
、
一
部
の
循
環
器
疾
患
を
予
防
す
る
な

ど
、
よ
い
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
左
表

を
参
考
に
、
お
酒
は
正
し
く
賢
く
、
生
活
に
取

り
入
れ
て
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

お
酒
は
正
し
く
楽
し
く

Mai Tuchimochi
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LibraryKushima [Book]

たけちゃんは、おばあちゃんに編ん
でもらったてぶくろに「チンクタン
ク」という名前をつけました。公園
でたけちゃんに置いてきぼりにされ
たチンクタンクは、起き上がって、
たけちゃんを探しにでかけて…。

瓶屋の主人が斬り殺され、“ぼんく
ら”同心・井筒平四郎は調べに乗り
出す。その斬り口は、前にあがった
身元不明の亡骸と同じだった。両
者をつなぐ隠され続けた20年前の
罪とは。シリーズ第３弾。

串間の小・中学生の皆さんに今ま
で読んだ中で「おもしろかった」「感
動した」「ぜひ読んでもらいたい」
という一冊を紹介してもらいまし
た。気になる本があればぜひ手に
取ってみてください。あなたにとって
特別な一冊になるかもしれません。

１１
月
の
テ
ー
マ
展
示

「
わ
た
し
の
す
す
め
る
本
」

「
て
ぶ
く
ろ
チ
ン
ク
タ
ン
ク
」

き
も
と
も
も
こ
／
さ
く

「
お
ま
え
さ
ん
」
上
・
下

宮
部
み
ゆ
き
／
著

本
「
今
月
の
新
刊
」

●�串間市立図書館☎72-1177● ��開館＝午前10時〜午後６時●�� 休館日＝毎週月曜日http://www.kushima-lib.jp/

　

２
０
１
１
年
も
終
盤
に
差
し
か
か

り
ま
し
た
。今
年
も
あ
っ
と
言
う
間
で

す
ね
。10
月
と
11
月
は
お
祭
り
が
続

く
の
で
、自
分
に
と
っ
て
は
忙
し
い
時

期
で
す
。11
月
３
日
に
は
、串
間
の
秋

祭
り
で
国
際
交
流
協
会
と
お
店
を
出

し
ま
す
。ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
だ
け
で

は
な
く
、世
界
各
国
か
ら
集
め
た
ワ

イ
ン
や
ビ
ー
ル
、お
つ
ま
み
な
ど
を
販

売
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
く

だ
さ
い
！ 

無
料
の
試
飲・試
食
も
あ

り
ま
す
よ
！

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、10
月
１
日

に
ド
イ
ツ
か
ら
留
学
生
が
来
ま
し

た
。名
前
は
カ
タ
リ
ー
ナ・シ
ュ
ミ
ッ

ト
。16
歳
の
女
の
子
で
す
。福
島
高
校

で
２
週
間
勉
強
を
し
て
、串
間
の
電

子
工
場
で
職
場
体
験
な
ど
を
し
て
１

カ
月
す
ご
し
ま
し
た
。６
日
に
は
国

際
交
流
協
会
が
カ
タ
リ
ー
ナ
の
歓
迎

会
を
開
き
、串
間
の
市
民
の
方
と
ワ

イ
ワ
イ
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

カ
タ
リ
ー
ナ
が
せ
っ
か
く
串
間
に

来
て
い
る
の
で
、英
会
話
教
室
に
も

来
て
も
ら
い
ま
し
た
。ほ
か
の
生
徒

も
海
外
の
人
と
英
語
を
し
ゃ
べ
る
機

会
が
で
き
て
、会
話
が
止
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。自
分
が
串
間
に
来
た
と

き
も
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
が
、本
当
に

暖
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
串
間
の

人
々
に
は
感
動
し
ま
す
。海
外
か
ら

来
て
最
初
は
だ
れ
で
も
不
安
を
感
じ

る
と
思
い
ま
す
が
、串
間
で
歓
迎
会

を
開
い
て
も
ら
い
、色
々
な
話
を
し

て
、そ
れ
ま
で
感
じ
て
い
た
不
安
や

緊
張
が
一
気
に
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。き
っ

と
カ
タ
リ
ー
ナ
も
同
じ
気
持
ち
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

実
は
自
分
も
19
歳
の
時
に
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
の
キ
ャ
ン
プ
で
ド
イ
ツ
に
行

き
ま
し
た
。い
い
国
で
す
。た
だ
、酔
っ

払
い
の
お
じ
さ
ん
に「
美
味
し
い
よ
」

と
す
す
め
ら
れ
飲
ん
だ
ビ
ー
ル
と
ヘ

ネ
シ
ー
の
カ
ク
テ
ル
。し
か
も
ピ
ッ

チ
ャ
ー
単
位
。思
い
出
し
た
だ
け
で

気
持
ち
悪
く
な
り
ま
す
。

■交流員レポート／第8代国際交流員ジュリアンの日本体験記

○○に行ったことがある
I have been to○○
Example:
I have been to Germany
例）ドイツに行ったことがある

This month's
expression   

今月の表現

ランウェイ（幸田真音）夢の浮橋（蜂
谷涼）幽霊の涙（諸田玲子）待ち伏せ
街道（志水辰夫）古手屋喜十為事覚え
（宇江佐真理）舟を編む（三浦しを
ん）ヒポクラテスのため息（福田和
代）転迷（今野敏）地の鳥天の魚群
（奥泉光）存在しなかった男（大村友
貴美）流される（小林信彦）鼠、夜に

賭ける（赤川次郎）警官の条件（佐々
木譲）黒蜜（小池昌代）カンタ（石田
衣良）虚像（高杉良）涅槃の雪（西条
奈加）こいわすれ（畠中恵）武蔵１
（花村萬月）無宿島（翔田寛）�中野
トリップスター（新野剛志）

図書館は
週に１度、主人と

利用します。普段は主
人がパソコンをしている間
に短編を読むのですが、今日
は初めて本を借りて帰ります。
ここにある向田邦子の本をす
べて読んでみたいですね。

本城・崎田地区

浜口淳子さん

カタリーナちゃんと英会話

図書館に
来ました

[Pension][Info]

知知
年
金

職
員
募
集

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
保
管
を
～

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年

の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付

し
た
保
険
料
が
該
当
し
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

平
成
23
年
度

串
間
市
職
員
採
用
試
験（
建
築
技
師
）

～
あ
な
た
の
力
を
串
間
市
に
～

　

平
成
23
年
度
串
間
市
職
員
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
種
類
＝
上
級
試
験

●
職
種
＝
建
築
技
師

●
採
用
予
定
人
員
＝
１
名
程
度

●�

職
務
内
容
＝
市
長
部
局
な
ど
に
勤
務
し
、

に
は
、
支
払
っ
た
事
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
１0
月
下
旬
～
１１
月
上
旬
に
送
付
】

　

平
成
23
年
１
月
１
日
～
９
月
30
日
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
。

【
平
成
24
年
１
月
下
旬
に
送
付
】

　

平
成
23
年
10
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
。

＊�

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控

除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊�

控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
照
会
は
、
都
城

建
築
技
師
の
業
務
な
ど
に
従
事
し
ま
す
。

●�

受
験
資
格
＝
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者
で
、
１
級
建
築
士
の
免

許
を
有
す
る
者
ま
た
は
国
家
試
験
（
平

成
23
年
度
実
施
）
に
合
格
し
、
免
許
を

取
得
見
込
み
の
者
。

＊�

免
許
を
取
得
で
き
な
い
場
合
は
採
用
に

な
り
ま
せ
ん
。

【
試
験
の
日
時
】

●�

第
１
次
試
験
＝
平
成
24
年
１
月
29
日

（
日
）

●�

第
２
次
試
験
＝
第
１
次
試
験
合
格
者
に

対
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ま
へ

～
『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
は

　
　
　

期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
～

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
障
害
年
金
・
遺
族
年

金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の
方
に
は
、

毎
年
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
12
月
１
日
の
提
出
期
限
ま
で
に
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
申
告
に
よ

【
受
験
の
手
続
き
】

　

申
込
書
は
、
串
間
市
役
所
総
務
課
職
員

係
で
交
付
す
る
ほ
か
、
串
間
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

郵
送
で
申
込
書
を
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
１
４
０
円
分
の
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
版
が
入
る
大

き
さ
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
受
付
】

●�

申
込
期
限
＝
12
月
28
日
（
水
）
午
後
５

時
15
分
ま
で
に
必
着
の
こ
と
。

り
、
翌
年
の
年
金
に
か
か
る
所
得
税
の
源

泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
金
以
外
に
収
入

が
あ
る
方
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

平
成
24
年
分「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

が
送
付
さ
れ
る
方

＊�

65
歳
未
満
の
方
は
、
年
金
額
が
１
０
８

万
円
以
上

＊�

65
歳
以
上
の
方
は
、
年
金
額
が
１
５
８

万
円
以
上

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民
係

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城
年
金

事
務
所
☎
０
９
８
６
︱
23
︱
２
５
７
１

＊�

時
間
は
、
平
日
（
月
～
金
曜
）
の
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
祝
日

除
く
）。

＊�

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
実
施
要
綱

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
〒
８
８
８

︱
８
５
５
５
（
住
所
不
要
）
串
間
市

役
所
総
務
課
職
員
係
☎
０
９
８
７
︱

72
︱
１
１
１
１
内
線
（
３
１
２
・
３

１
３
）

●�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
＝h

ttp

：

//w
w
w
.city.ku

sh
im
a.lg.jp
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②�放火火災･連続放火火災防止対
策の推進
③�特定防火対象物等における防火
安全対策の徹底
住宅防火いのちを守るポイント７つ
～３つの習慣４つの対策～
【３つの習慣】
・寝たばこは、絶対やめる。
・�ストーブは、燃えやすいものか
ら離れた位置で使用する。
・�ガスコンロなどのそばを離れる
ときは必ず火を消す。
【４つの対策】
・�逃げ遅れを防ぐために、住宅用
火災警報器を設置する。
・�寝具、衣類およびカーテンから
の火災を防ぐため、防炎品を使
用する。
・�火災を小さいうちに消すために、
住宅用消火器などを設置する。
・�お年寄りや体の不自由な人を守
るため、隣近所の協力体制をつ
くる。
◎�問い合わせ先＝串間市消防本部
☎72－４１５１

　県では無料の労働相談を行って
います。職員による相談は随時
（平日午前８時半～午後５時15
分まで）、労働施策アドバイザー
（社会保険労務士）による相談は
事前予約制となっています。お気
軽にご利用下さい。
◎�問い合わせ先＝日南県税・総務
事務所総務商工センター☎22
－２７１４

　宮崎地方法務局および宮崎県人
権擁護委員連合会では、女性の人
権問題専用の相談電話「女性の人
権ホットライン」を設置し、通常、
平日の午前８時半～午後５時15
分まで相談に応じています。
　強化週間中は平日の時間を延長
し、土・日曜日にも相談に応じま
すので、お気軽にご相談ください。

◎強化週間
　11月14日（月）～20日（日）
◎相談受付時間
＊平日＝午前８時半～午後７時
＊�土・日曜日＝午前10時～午後
５時
◎�相談対応者＝人権擁護委員、法
務局職員
無料弁護士相談
　11月19日（土）、20日（日）
のみ無料弁護士相談に応じます。
　11月１日（火）から予約受付
を開始しますので、当局人権擁護
課（☎代表０９８５－22－５１
２４）までお電話ください。
◎�女性の人権ホットライン専用電
話☎０５７０－０７０－８１０

～事業主の皆さまへ～
　労働保険の成立手続きはお済み
ですか。
　労働保険とは、労災保険と雇用
保険を総称した言葉です。
労災保険とは
　労働者が業務上または通勤途中
で負傷したり、病気に見舞われた
り、あるいは不幸にも死亡された
場合に被災労働者や遺族を保護す
るため、必要な保険給付などを行
うものです。
雇用保険とは
　労働者が失業した場合、失業給
付を支給して生活の安定を図り、
再就職を促進するため必要な給付
などを行うものです。
　労働保険は、政府が管理、運営
している強制的な保険であり、労
働者を１人でも雇っていれば原則
として適用事業となり、事業主は
加入しなければなりません。
　パートタイム労働者についても
一定の要件を満たせば雇用保険の
被保険者となります。
　厚生労働省では、11月を『労
働保険適用促進強化期間』とし、
適用促進の広報活動や加入手続き
指導に集中的に取り組んでいます。
加入手続き

お知らせのページに掲載を希望する
かたは、希望する発行日の 20 日前
までには情報政策係にお送りくださ
い。

お願い

　最寄の労働基準監督署またはハ
ローワークへご相談ください。
◎�問い合わせ先＝宮崎労働局☎
０９８５－３８－８８２２

　ＮＴＴ西日本では、温暖化防止
の取り組みから、紙資源のリサイ
クルおよびＣＯ2�排出削減を推進
しています。
　新しい電話帳をお届けした際
（12月中に配達予定）、古い電
話帳を配達員にお渡しください。
もし渡せなかった場合は、資源ご
みに出されるか、タウンページセ
ンタまでご連絡ください。後日、
回収いたします。
【タウンページセンタ（無料）】
☎０１２０－５０６－３０９
＊�受付時間（月～金曜）＝午前９
時～午後５時
＊土・日・祝日、年末年始は休み

～名簿記載通知を発送します～
　平成 24年の裁判員候補者名簿
に登録された方には、本年 11 月
中旬に名簿に登録されたことの通
知（名簿記載通知）をお送りします。
　この通知は、裁判所にお越しい
ただいて裁判員に選ばれる可能性
があることを事前にお伝えし、あ
らかじめ心づもりをしていただく
ためのものです。
　なお、この段階では、まだ具体
的な事件の裁判員候補者に選ばれ
たわけではありません。すぐに裁
判所にお越しいただく必要はあり
ません（裁判所へお越しいただく
場合には別途、お知らせします）。
　詳しくは下記ウェブサイトをご
覧ください。
裁判員制度ウェブサイトhttp://
www.saibanin.courts.go.jp/
◎�問い合わせ先＝宮崎地方裁判所
☎０９８５－23－２２６１

無料労働相談

紙資源のリサイクルにご協力を

裁判員制度

労働保険適用促進強化期間

「女性の人権ホットライン」
強化週間

お知らせの
ページ
市役所の代表電話☎0987ー72ー1111

Information
ルバスを運行します。

◎�問い合わせ先＝陸上自衛隊都城
駐屯地広報室☎０９８６－23
－３９４４（内線２１８）

　平成23年10月1日付けで、次
の方々が法務大臣から人権擁護委
員を委嘱されました。
◎河野幸子（再任）
・�住所＝串間市大字南方１６３９
番地

◎久保野俊郎（再任）
・�住所＝串間市大字秋山１５３３
番地１

◎河野ケイ子（再任）
・�住所＝串間市大字本城６０１４
番地４

◎�問い合わせ先＝総務課☎内線３
１９

◎日時＝平成 24年１月８日（日）
＊式典は正午～午後１時（予定）
◎会場＝串間市文化会館大ホール
＊平成３年４月２日～平成４年４
　月１日までに生まれた方で、市
　内に住所のない方の受付も行っ
　ています。
◎�問い合わせ先＝串間市教育委員
会事務局生涯いきいき係☎内線
３８０

　この運動は、火災が発生しやす
い時季を迎えるにあたり、火災予
防思想の一層の普及を図ります。
　もって火災の発生を防止し、高
齢者等を中心とする死者の発生を
減少させ、財産の損失を防ぐこと
を目的としています。
◎�防火標語＝『消したはず　決め
つけないで　もう一度』

＊平成23年度全国統一防火標語
◎�実施期間＝11月9日（水）～
15日（火）

◎重点目標
①住宅防火対策の推進

◎�日時＝11月13日（日）正午～
午後５時
◎会場＝赤池キャンプ場特設会場
◎入場料（前売りチケット制）
・中学生以上＝１，０００円
　＊�１ドリンク付・抽選景品（空
くじなし）

・小学生以下＝無料
　＊１ドリンク・抽選景品なし
◎�出演者＝大野旭・カラバンチほ
か多数
◎�その他＝串間駅からシャトルバ
スを運行します（要予約）。
◎問い合わせ先＝串間市観光協会
　赤池事業所☎74－１０３９

　今年も全国で活躍中のくままる
先生がやってきます。
　くままる先生と遊びたい、子育
ての話を聞きながら笑顔や元気を
もらいたい…というお母さんたち
の声が実現。子育て中のお父さん、
お母さん、親子リズムをしながら
元気と笑顔のひとときを楽しく過
ごしましょう。
　親子リズム子育ての会は「楽し
い子育て」を応援しています。
＊対象児０歳～６歳です。
◎日時＝12月４日（日）
＊�午前10時～午後２時（受付は
午前９時半～）

◎会場＝串間市アクティブセンター
◎参加料＝無料（整理券が必要）
＊�整理券は、市内保育所（園）、幼
稚園、子育て支援係（保健福祉
センター内）で取り扱っています。
◎内容
・�熊丸みつ子先生講演＆リズムあ
そび『親子であそぼう』
・ハイハイ競争、赤ちゃん体操
・あそびのコーナー
　�　ボーリング、魚つり、輪投げ、
お菓子のつかみどりなどの『自
由に遊ぼうコーナー』のほか、
風船で動物を作る『親子で作ろ
うコーナー』『記念に残そう足
形・手形コーナー』『絵本の読
み聞かせ・パネルシアター』『ア
ンパンマンとの握手会』など。
・食べ物コーナー
　うどん、おにぎりなど
◎�問い合わせ先＝児玉さん☎72
－２２３０

【前日祭】
◎�日時＝11月12日（土）午後３
時～５時
◎�会場＝都城市早水体育文化セン
ター
◎内容
・�第８音楽隊および都城駐屯地音
楽部
・ファンシードリル
・市民および隊員による演芸
◎その他＝入場料無料
【記念式典】
◎�日時＝11月13日（日）午前９
時20分～午後３時
◎会場＝陸上自衛隊都城駐屯地
◎�内容＝観閲式、模擬戦闘訓練、
運動会、装備品・写真展示、戦
車・軽装甲機動車体験試乗、音
楽演奏、文化展（市民、隊員の
作品展示）など
◎�その他＝駐車場は都城西高校前
の自衛隊訓練場内の駐車場をご
利用ください。会場までシャト

赤池渓谷コンサート

第２回こどもまつり
～みんなあつまれ～ 平成23年

秋季全国火災予防運動

人権擁護委員委嘱について

平成23年度串間市成人式

お知らせ

都城駐屯地開設60周年
第43普通科連隊創隊49周年
記念行事
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パワ
ー
も
ら
っ
た
花
火
大
会

●
百
野
達
夫
さ
ん

市
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
港
花

火
大
会
が
８
月
に
開
催
さ

れ
た
。

四
千
発
の
花
火
が
夜
空
に
乱
舞
。

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
１
万
人
の
観

客
を
楽
し
ま
せ
た
。
港
の
防
波
堤

か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た
色
と
り
ど

り
の
花
火
が
海
面
に
も
美
し
い
姿

を
映
し
、
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。

迫
力
あ
る
音
と
光
の
競
演
が
観

客
を
魅
了
し
、
尺
玉
・
大
玉
が
打

ち
上
が
る
た
び
に
感
嘆
の
声
が
漏

れ
た
。

打
ち
上
げ
前
に
は
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
、
バ
ン
ド
や
太
鼓
演
奏
、
ア

マ
チ
ュ
ア
歌
手
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
が
あ
り
、お
祭
り
ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
た
。
孫
た
ち
３
人

も
太
鼓
演
奏
に
加
わ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
ひ
と
し
お
熱
も
入
っ
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
「
東
日

本
大
震
災
被
災
地
の
１
日
も
早
い

復
興
を
願
い
『
が
ん
ば
ろ
う
日

本
』
の
願
い
を
込
め
た
花
火
大
会

に
し
た
い
」
と
告
げ
ら
れ
、
共
感

を
呼
び
、
大
き
な
パ
ワ
ー
を
も

ら
っ
た
花
火
大
会
と
な
っ
た
。

百
野
達
夫
さ
ん
、
い
つ
も
お
便

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
は
口
蹄
疫
の
た
め
、
花
火
大
会

の
開
催
が
９
月
に
延
期
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
年
は
無
事
、
８
月
に
開

催
で
き
ま
し
た
。
や
は
り
夏
の
花

火
は
清
々
し
い
で
す
ね
。
昨
年
の

口
蹄
疫
や
３
月
に
起
き
た
東
日
本

大
震
災
な
ど
、
自
然
災
害
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
負
け
な

い
力
強
さ
と
楽
し
さ
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
お
祭
り
で
し
た
。

ち
な
み
に
今
年
も
花
火
の
写
真

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
撮

影
中
に
迷
子
に
声
を
か
け
ら
れ
る

な
ど
思
わ
ぬ
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
、

大
苦
戦
。
し
か
し
、
な
ん
と
か
写

真
を
撮
影
し
ま
し
た
。
今
年
は
上

空
の
風
が
思
っ
た
よ
り
も
強
か
っ

た
よ
う
で
、
花
火
が
流
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
写
真
が
多
く
、
な
か

な
か
難
し
い
撮
影
で
し
た
。
で
も
、

そ
の
風
の
お
か
げ
で
普
段
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
形
の
花

火
写
真
に
仕
上
が
っ
て
い
る
も
の

が
あ
り
、
自
然
の
起
こ
す
偶
然
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
撮
影
に
も

な
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
こ
の
と
き
撮
影
し
た

も
の
の
一
枚
が
、
９
月
の
広
報
誌

の
裏
表
紙
の
写
真
で
す
。
花
火
が

風
を
受
け
て
、
ス
ス
キ
の
よ
う
に

広
が
る
写
真
に
な
っ
て
い
て
、
お

も
し
ろ
い
写
真
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
ま
た
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
ね
。

串
間
を
も
っと
元
気
に
し
た
い

●
紅
玉
り
ん
ご
さ
ん

県
外
か
ら
串
間
に
来
て
日
が

浅
く
知
人
も
少
な
い
の
で
、

知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
広
報
は

ス
ミ
か
ら
ス
ミ
ま
で
目
を
通
し
て
、

地
域
の
話
題
を
い
ろ
い
ろ
仕
入
れ

て
い
ま
す
。
い
つ
も
思
っ
て
い
る
こ

と
を
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

質
問数

年
前
、
都
市
部
で
は
塩
素
系

の
食
品
ラ
ッ
プ
（
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、

塩
化
ビ
ニ
リ
デ
ン
）
は
猛
毒
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
を
発
生
さ
せ
る
こ
と

か
ら
と
、
店
が
引
き
取
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
串
間
で
は
ま
だ
、

店
頭
に
並
ん
で
い
る
の
で
驚
き
ま

し
た
。
串
間
市
の
ゴ
ミ
焼
却
場
で

は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
出
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
農
業
用
の
ビ
ニ
ー

ル
も
塩
素
系
が
多
い
そ
う
で
す
が
、

そ
の
処
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

意
見
①

先
日
、
大
阪—

志
布
志
間
の

フ
ェ
リ
ー
を
使
っ
て
串
間
に
来
ま
し

た
が
、
船
内
は
鹿
児
島
の
観
光
ポ

ス
タ
ー
や
お
土
産
ば
か
り
で
、
串

間
の
宣
伝
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

宮
崎
港
か
ら
来
る
よ
り
ず
っ
と
近

い
の
に
、
都
井
岬
の
ポ
ス
タ
ー
く

ら
い
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
？�

と

思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
観
光
地
図
に
は
一

里
崎
海
岸
が
あ
る
の
に
、
付
近
を

通
っ
て
も
入
り
口
が
分
か
り
ま
せ

ん
。
地
元
以
外
の
人
に
も
っ
と
親

切
な
ア
ピ
ー
ル
が
ほ
し
い
で
す
。

「
串
間
は
何
も
な
い
所
だ
ね
」
と

志
布
志
で
会
っ
た
自
転
車
旅
行
の

人
が
言
っ
て
い
た
の
が
残
念
で
し
た
。

意
見
②

串
間
は
見
る
か
ら
に
土
が
肥

え
て
い
て
、
農
業
も
盛
ん
で
す
ね
。

気
温
が
高
く
生
育
が
早
い
せ
い
か
、

野
菜
の
火
の
通
り
が
早
く
、
皮

も
柔
ら
か
く
省
エ
ネ
に
な
り
ま
す
。

農
薬
も
少
な
く
て
す
む
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

農
業
の
６
次
産
業
化
が
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
地
元
産
物
を
使
っ

て
、
さ
つ
ま
い
も
あ
ん
入
り
お
米

パ
ン
な
ん
て
ど
う
で
し
ょ
う
。
柔

ら
か
い
ゴ
ボ
ウ
は
ゴ
ボ
ウ
サ
ラ
ダ

に
し
て
も
お
い
し
い
で
す
よ
。
郵

便
局
で
ゴ
ボ
ウ
の
お
茶
を
扱
う

そ
う
で
す
が
、
ど
ん
な
味
が
す
る

の
か
、
早
く
飲
ん
で
み
た
い
で
す
。

一
面
の
コ
ス
モ
ス
も
楽
し
み
で
す
。

と
に
か
く
、
工
夫
次
第
で
串
間

は
も
っ
と
元
気
な
と
こ
ろ
に
な
れ

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

紅
玉
り
ん
ご
さ
ん
、
お
便
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
を

詳
し
く
見
て
い
た
だ
け
て
、
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

大
変
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
核
検
診
受
診
票
お
よ
び
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

個
別
に
封
筒
で
郵
送
し
て
い
ま
す

が
、
以
前
は
結
核
検
診
受
診
票
に

つ
い
て
は
、
世
帯
ご
と
に
一
つ
の

封
筒
で
郵
送
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
際
に
、
住
民
基
本
台
帳
上
は
同

一
世
帯
で
あ
っ
て
も
隠
居
な
ど
、

本
家
と
住
居
が
別
で
あ
る
方
々
か

ら
、
受
診
票
が
届
か
な
い
と
い
っ

た
連
絡
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
つ
い
て
は
、
65
歳
以
上
の
介
護

認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
高
齢

者
の
方
を
対
象
に
、
個
々
の
心
身

の
状
態
を
把
握
し
、
早
期
の
介
護

予
防
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
も
の

で
す
。そ
の
た
め
、夫
婦
間
で
あ
っ

て
も
、
個
々
の
事
情
な
ど
が
あ
る

よ
う
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
個
人
宛
に
郵
送
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
別

に
受
診
票
が
届
く
こ
と
で
受
診
意

欲
を
高
め
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
個
別
で
の
郵
送
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

串
間
の
話
題
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
意
見
の
あ
り
ま
し
た
フ
ェ

リ
ー
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
フ
ェ
リ
ー
で
串
間
の

観
光
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

推
進
課
な
ど
を
中
心
に
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
地

図
に
つ
き
ま
し
て
は
現
在
、
新
た

な
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
観
光
地

図
の
作
成
に
向
け
て
準
備
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
ご
質

問
の
食
品
ラ
ッ
プ
に
つ
き
ま
し
て
、

市
民
生
活
課
か
ら
の
回
答
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

串
間
市
の
じ
ん
芥
処
理
場
は
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
と
し
て
厳
し
い

排
出
基
準
に
対
処
す
る
た
め
、
排

ガ
ス
の
高
度
処
理
設
備
を
備
え
た

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定

期
的
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定

も
行
っ
て
い
て
、
そ
の
結
果
に
つ
い

て
も
基
準
値
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
施
設
の
管
理
運

営
に
万
全
を
期
し
、
細
心
の
注
意
を

払
い
な
が
ら
日
常
の
運
転
や
維
持

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
用
の
使
用
済
み

ビ
ニ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
市
で
は

収
集
、
処
理
を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

使
用
者
に
よ
っ
て
Ｊ
Ａ
な
ど
の
販

売
店
に
持
ち
込
ま
れ
、
販
売
店
が

業
者
に
処
理
委
託
し
、
処
理
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
か
ら
の
文
書
送
付
に

つい
て
質
問
で
す

●
熊
給
瑞
穂
さ
ん

５
月
、
市
福
祉
保
健
課
よ
り

結
核
検
診
受
診
票
が
送
ら

れ
て
き
た
。
６
月
、
市
医
療
介
護

課
よ
り
介
護
予
防
事
業
に
関
す
る

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
作
成
の

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
が
送

ら
れ
て
き
た
。
こ
の
件
で
疑
問
な
の

は
同
一
住
所
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
に
郵

送
さ
れ
て
き
た
こ
と
。
一
通
に
ま
と

め
て
送
れ
ば
、
経
費
節
約
に
な
る
の

に
と
思
う
が
、
情
報
保
護
な
の
か
。

選
挙
の
投
票
所
入
場
券
は
、
は

が
き
が
届
く
。
公
民
権
情
報
む
き

出
し
。
個
人
情
報
過
保
護
を
や
め
、

文
書
送
付
に
つ
い
て
は
、
柔
軟
に

対
応
し
、
経
費
削
減
に
努
め
て
も

ら
い
た
い
。

熊
給
瑞
穂
さ
ん
、
お
便
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
指
摘
の

件
に
つ
い
て
、
福
祉
保
健
課
お
よ

び
医
療
介
護
課
か
ら
の
回
答
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

◎伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
◎Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

メッセージ・写真投稿コーナー

宮美展の入選おめでとう
絵画の新名勇一さん、書道の鈴木
美和子さん、写真の百野達巳さん、
入選本当におめでとうございます。
これからも串間の美術発展のため
のご活躍、祈っています。
　また若い方々も、これから「市
美展」「県美展」とありますので、
串間芸術発展のための花を咲かせ
てください。期待しています。ど
んどん挑戦してください。

赤池レクリエーション
毎年、何をするのか悩むクラスレクリエーション。今年
も、話し合いがなかなか進まない中「はっ」と思い出
したのが、最近新設された大束駅前の赤池事業所!!  早
速、相談してみると、心良く受け入れて頂き、話がと
んとんと〜んと進みました。10 月９日、参加人数 70
名。赤池の森の中をウォーキング・アウトドアキッチン
魔法のお鍋と言われるダッチオーブンを使ったお料理。
　赤池の森林散策から始まったレクリエーション !! な
かなか入らない森の中。木々の間からこぼれる太陽の
光がとても神秘的で、何百年もたった大きな楠の木に
親も子も感動させられました。そして、アウトドアキッ
チン、普通だったら、簡単な焼肉、カレーなどを思い
浮かべると思いますが、事業所の方が準備していただ
いたのが、ダッチオーブンで作る、鶏の丸焼き、ホッ
トケーキなどなど…。親子ともども、珍しいお料理に
ウキウキで取り組みました。
火起こしをしたり、普段では体験できない野外授業で
す。大量のニンニク剥きをした子どもたち、臭い臭い
と言いながらも楽しく剥いてましたよぉ〜。お料理を
作った後には、赤池の川の流れ、木々が揺れる大自然
の音を聞きながら、みんなでおいしく頂きました。
　赤池の素晴らしさを改めて実感した１日。最高のク
ラスレクリエーションができました。
　赤池事業所の皆さん、皆さんのおかげで、とても
楽しかったです。
ありがとうございました。串間のミー子 くすのきっこ
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〒888-0008 串間市大字本城987  TEL 0987-75-2000　FAX 0987-75-2280
■営業時間：午前10時〜午後10時　■定休日：毎月第３水曜日

伊勢海老まつり開催中
９月の伊勢海老解禁に合わせ、『伊勢海老まつり』を開催します。
◎期間＝11月30日まで
■伊勢海老会席プラン　７，５００円【税込・要予約】
　〜プリップリの伊勢海老と新鮮な魚介類がたっぷり〜
◎�内容＝先付け、椀、お造り、焼き物、替り皿、揚げ物、汁物、

ご飯、香の物、果物
■伊勢海老定食プラン　３，５００円〜【税込】
　〜伊勢海老のおいしさを満喫！〜
◎内容＝先付け、お造り、汁物、ご飯、　香の物、果物
■おみやげ・贈答用にお持ち帰りや発送も承ります。

忘新年会プラン
「〜１年の疲れをとり、１年を締めくくる〜
　　　　　　　　　　　　そんなプランをご準備いたします」
　鍋コース・会席コースなどご予算に応じて、また、込みコミプ
ランは飲み放題や入浴をセットにしたプランなど多種そろえて
おります。ただいま予約受付中です。
　ご予約お問い合わせはいこいの里まで！

「風呂の日」好評開催中
〜月２回になってさらにお得になりました〜
＊毎月第１・第３日曜日開催（11月は６日、20日）
・空くじなしの抽選会（特賞はペア宿泊券）
・レストランでお食事すると１人100円引き
・ポイントカード会員はポイントが２倍に！

休館日は11月は16日（水）です。

イ ベ ン ト の お 知 ら せ

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総合政策課
情報政策係　行

（No.898/2011.11）

読者プレゼ
ント

お便りをくださった方から抽選で、入浴券を10名

様にプレゼント。

※大浴場をご利用の場合は、入湯税150円が必要です。露

天風呂は入湯税は必要ありません。

応募締切は10月31日㈪当日消印有効です。

F R O M  E D I T O R ' S

今月は体調を崩してしまい、いろいろ
周りの皆さんにご迷惑をかけてしま

いました。係の皆さんの暖かい手助けの
おかげで、なんとか11月号の発行ができ、
本当に感謝しています。ピンチのとき、助
けてくれる方々がいることは幸せです（ナ）

50年の重み。金婚を迎えたご夫婦の
刻まれた歴史を思うと、尊敬の念を

抱かずにいられない。撮影時、「腕を組ん
でみましょう」と声をかけると、相好を崩す
男性諸氏の姿が印象的だった。ふと思う。
わが金婚は米寿か…。　ああ、恐ろしい(サ)

串間温泉

　今年の２月に、農協女性部の若手の
皆さんを中心に松田香里（福島・西下弓
田地区）さんを代表として結成されたの
がみさき会（会員30人）です。料理教室
やいちご狩りなど、毎日の生活を楽しめ
るような活動を中心に取り組んでいます。
まだできたばかりの集まりなので今年は
一緒に活動してくれるメンバーを募集中。
農業をされている方だけでなく、一般の
方も入会できます。興味を持った方は、
ぜひ参加してみてください。みんなで一
緒にワイワイ楽しく活動してみませんか。

ＪＡはまゆう女性部みさき会の
みなさん

わたくしたちは、
1.  豊かな自然を大切にし、これをいか
しましょう。

1.  お互いを信じ、心をあわせ、平和で明
るいまちをつくりましょう。

1.  健康で働くことに誇りをもち、豊かな
住みよいまちをつくりましょう。

1.  だれにも親切にし老人をいたわり、こ
どもに夢と、しあわせをあたえましょう。

1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

（平成23年10月１日現在）

◎市の木／そてつ ◎市の花／かんな
◎市の鳥／めじろ ◎市の花木／山桜
◎人口  20,061人（前月比 ＋1）

男 9,214人 女 10,847人
世帯数 8,763世帯

市民
憲章

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使い下さい。

おたより待ってます
◎ この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、

医療講座に関する質問、串間市への思い、あなたの身近
な出来事、何でも好きなことを書いてください。

とみたかたかし
（36歳）
宮崎県延岡市出身。
愛知淑徳大学文学
部図書館情報学科
卒。読売宮崎広告社
などを経て平成21年
1月よりNPO法人コ
ミュニティ21に参加。
串間市立図書館に
司書として勤務。平
成23年1月より同図
書館館長。

Profile

◎
富
高
賢

図
書
館
が
地
域
の
輪
に
な
る
た
め
に 串間市立図書館。受付から奥を望んだ風景。

随　想

図　書館と聞いて皆さんは何を連想されるでしょうか。　
　静かで、退屈で、本がたくさんあって、勉強をす

る場所で、絵本の読み聞かせをしてくれて…皆さんそれぞ
れ違った印象をお持ちでしょう。それは図書館に求めているも
の、図書館との関わり方が人によって大きく違っているからで
す。事実、図書館は地域社会の中で驚くほどたくさんの役
割を担っています。それは自分が図書館に関わるようになって
から知った驚きでもあります。大学進学の際、本が好きだった
わたしは何か本に関わる勉強をしようと思っていました。そして
図書館情報学が学べる大学に進学。図書館情報学？この
言葉を初めて聞かれる方も多いかもしれません。簡単に言え
ば図書館を中心にした本や資料の取り扱い方を学ぶ所。そ
んな少 マ々イナーな学問を通じて図書館とは何か、その役割
の大切さを知っていきました。ただそれは机の上で勉強しただ
けでのもので、実地での研修などはあまりありませんでした。そ
のためその担当分野の広さに圧倒されつつ、まだ実感する
ことはできませんでした。卒業後、司書の資格を得たわたし
は図書館の仕事を探しましたが、当然司書の募集などはほ
とんどありません。公立図書館の場合まず公務員試験を受
けなければなりませんし、一般からの募集も経験者の募集のみ。
とりあえず地元の宮崎で就職しながら司書の募集情報も集める

こととしました。
　大学卒業から10 年ほどたったとき、図書館を民間委託して
いる串間で司書の募集があり、ちょうど前職を辞したばかりだっ
たわたしは応募してみることにしました。
　図書館業務の知識は錆びついた大学での勉強だけだった
ので不安もありましたが、話を聞くと力仕事もできる体力のある
人を探しているとのこと。図書館で力仕事？そう、図書館の仕
事は体力が必要です。日常の本や新聞の移動・整理はもち
ろん、移動図書館に行けば 50 冊以上本のつまったコンテナ
を運ばなければなりません。それもいくつも！夏は汗だくになりな
がら、冬は寒さに凍えながら…。それでも本に囲まれての仕事
はとてもわくわくするものです。そして図書館が地域とさまざまな形
で関わり、またその中心にいることも分かってきました。それは大
学で勉強し、文字の上だけで理解したつもりになっていたもの
を、実際の体験で真に理解していく過程でもありました。串間
に移住し仕事を始めた当初は目の前の仕事を片付けるだけで
必死でしたが、周りの人たちにも助けられ、最近はようやく図書
館が地域から必要とされている役割にも目を向けることができるよ
うになりました。また今年からは館長職をまかせていただくこととな
りまだまだ未熟な点も多いのですが、図書館が地域の要として
串間の人 の々役に立てるよう力を尽くしていきたいと考えています。

伊勢海老懐石プラン 伊勢海老定食プラン



＊短歌、俳句の投稿は
■短歌  野辺 俊子さん（☎72-3300）
■俳句  本田 幾男さん（☎72-5280）
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